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D＝　　　＝　

DBO方式

事業方式「DBO方式」

　「DBO方式」とは、公設・民営方式のことです。た
だし、民営といっても、すべてを任せるのではなく、
管理部門に職員を配置し、安全・適正に維持管理・運
転などが行われているか責任をもって管理します。

Design
デザイン

設　　計

B＝　　　＝　Build
ビルド

建　　設

O＝　　　＝　Operate
オペレート

維持管理・運営

公設・民営

津山圏域 
資源循環施設組合

D 設 計 B 建 設 O 維持管理・運営
(20年間）

審査・監理・検査・総合管理（津山圏域資源循環施設組合）

民間事業者

資金調達

契約

交付金・公債

ストーカ焼却方式

ごみ処理方式「ストーカ・セメント原料化方式」

灰のセメント原料化

バグ
フィルター

ごみ

乾燥

水蒸気 など

燃　焼

焼却主灰

焼却飛灰

助燃材乾燥乾燥

燃焼燃焼

後燃焼後燃焼

セメント原料化

灰（焼却主灰、焼却飛灰）

前処理工場

専用車両で安全に運搬

塩分・不適物（金属など）の除去

セメント原料の粘土源として使用

セメント工場

普通ポルトランドセメント 製品の２％

ジェットパッカー

天蓋付ダンプ
てんがい

大型キルン炉

空　　気

環境事業所からのお知らせ

　現在の小桁焼却施設は昭和51年から稼動し、以来、地元のご協力を得て運転し
ています。平成14年まで煤

ばいじん

塵を集めるために使用していた電気集塵機を、小桁焼
却施設の全面撤去の準備に向けて、11月から12月にかけて撤去することになりま
した。
　撤去作業については、ダイオキシン類対策特別措置法など関係法令を遵

じゅんしゅ

守して安
全に行います。
　施設周辺の皆様には大変ご迷惑をお掛けしますが、ご理解とご協力をよろしくお
願いいたします。

問い合わせ先　環境事業所薊22-8255
▲電気集塵機は建物の中二階にあり
ます

電気集塵機の撤去について電気集塵機の撤去について電気集塵機の撤去について
しゅうじん

料
化
に
つ
い
て
は
、
循
環
型
社
会
構
築

の
観
点
か
ら
、
再
資
源
化
を
図
る
こ
と

が
望
ま
し
い
⑤
セ
メ
ン
ト
製
造
企
業
が

当
該
組
合
に
と
っ
て
比
較
的
優
位
な
立

地
関
係
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
焼
却
灰
・

飛
灰
の
セ
メ
ン
ト
原
料
化
を
選
定
し
た

こ
と
は
妥
当
。

　

○
事
業
方
式
に
つ
い
て

　
　

Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式（
民
間
資
金
活
用
事
業
）

　

や
社
会
資
本
整
備
事
業
の
専
門
家
で

あ
る
東
京
都
市
大
学
教
授
・
宮
本
和
明

氏
に
よ
り
示
さ
れ
た
次
の
判
断
に
よ
り

「
Ｄ
Ｂ
Ｏ
方
式
」
が
津
山
ブ
ロ
ッ
ク
の

新
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
最
も
適
し
て

い
る
と
の
確
認
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

①
Ｄ
Ｂ
Ｏ
方
式
が
環
境
省
に
よ
り
示
さ

れ
た
廃
棄
物
処
理
施
設
の
入
札
・
契
約

手
続
き
改
善
の
方
向
性
に
適
合
②
６
つ

の
事
業
方
式
に
つ
い
て
、
コ
ス
ト
削
減

効
果
や
競
争
性
の
確
保
な
ど
の
視
点
で

の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
比
較
を
行

っ
た
結
果
、
Ｄ
Ｂ
Ｏ
方
式
の
優
位
性
が

最
も
高
い
③
Ｄ
Ｂ
Ｏ
方
式
を
採
用
す
る

自
治
体
が
増
加
傾
向
に
あ
る
、
な
ど
。

判 

断　

　

ご
み
処
理
方
式
に
つ
い
て
は
、
現
在

の
「
ス
ト
ー
カ
・
セ
メ
ン
ト
原
料
化
方

式
」
が
妥
当
な
も
の
と
判
断
す
る
。

　

事
業
方
式
に
つ
い
て
も
、現
在
の「
Ｄ

Ｂ
Ｏ
方
式
」
が
妥
当
な
も
の
で
あ
る
と

判
断
す
る
。

５ 

土
地
買
収
に
つ
い
て

　
《
認
識
し
た
事
実
》

　

○
市
長
選
挙
直
前
の
土
地
買
収
強
行

　
　

土
地
の
買
収
に
つ
い
て
は
、
議
会
議

決
を
始
め
、
所
定
の
手
続
き
を
経
て
執

行
さ
れ
て
い
る
が
、
市
長
選
挙
直
前
の

時
期
に
強
行
取
得
し
て
い
る
。

判 

断

　

市
長
選
挙
直
前
に
土
地
を
取
得
し
た

こ
と
は
、
非
常
識
で
不
適
切
、
理
不
尽

で
あ
っ
た
。
な
お
、
土
地
買
収
価
格
が

不
当
に
高
い
の
で
は
な
い
か
と
の
点
に

つ
い
て
は
、
現
在
訴
訟
継
続
中
の
こ
と

で
あ
り
、
裁
判
所
の
判
断
に
委
ね
ざ
る

を
得
な
い
。

６ 

関
係
住
民
へ
の
こ
れ
ま
で
の
対
応

　
《
認
識
し
た
事
実
》

　

○
前
市
長
の
消
極
的
な
対
応

　
　

こ
れ
ま
で
の
話
し
合
い
に
つ
い
て
は
、

前
市
長
が
自
主
的
か
つ
積
極
的
に
働
き

掛
け
た
も
の
で
は
な
く
、
議
会
な
ど
の

声
に
押
さ
れ
て
や
む
な
く
行
う
と
い
っ

た
消
極
的
な
姿
勢
で
あ
っ
た
。
加
え
て
、

話
し
合
い
と
は
い
い
な
が
ら
も
「
再
考

を
求
め
る
住
民
の
会
」
の
意
見
に
は
耳

を
傾
け
ず
、
強
引
に
事
業
を
推
し
進
め

席
し
た
熊
本
学
園
大
学
教
授
・
中
地
重

晴
氏
の
判
断
に
よ
り
、
新
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
施
設
建
設
工
事
（
土
壌
の
掘
削
、

盛
土
）
に
伴
う
重
金
属
類
の
飛
散
に
よ

る
環
境
へ
の
影
響
は
少
な
い
も
の
と
の

確
証
を
得
た
。

　
　

な
お
、
併
せ
て
中
地
氏
の
意
見
で
は

「
現
在
の
調
査
は
工
事
施
工
個
所
が
中

心
で
あ
り
、
将
来
に
わ
た
る
環
境
監
視

と
い
う
視
点
で
考
え
れ
ば
、
さ
ら
に
追

加
調
査
が
必
要
で
あ
る
」
と
指
摘
さ
れ

て
い
る
。

　

②
前
地
権
者
が
実
施
し
た
残
土
処
理
地

の
不
法
投
棄
物
の
処
理

　
　

中
地
氏
の
意
見
で
は
「
残
土
処
理
地

の
土
壌
に
つ
い
て
は
、
不
法
投
棄
物
の

撤
去
が
完
全
に
行
わ
れ
た
と
い
う
確
認

は
で
き
な
い
」
と
指
摘
さ
れ
た
。

判 

断

　

建
設
予
定
地
の
土
壌
に
つ
い
て
は
、

工
事
に
伴
う
環
境
へ
の
影
響
は
少
な
い

も
の
と
判
断
す
る
が
、
今
後
、
全
体
の

状
況
を
把
握
す
る
調
査
が
必
要
で
あ
る
。

　

ま
た
、
残
土
処
理
地
に
つ
い
て
は
、

造
成
工
事
に
併
せ
て
安
全
性
の
確
認
を

行
う
た
め
の
再
調
査
が
必
要
で
あ
る
と

判
断
す
る
。

対
の
申
し
入
れ

　
　

領
家
地
区
が
建
設
予
定
地
に
決
定
し

た
後
に
、
領
家
町
内
会
よ
り
公
募
要
件

に
反
す
る
「
最
終
処
分
場
反
対
」
の
申

し
入
れ
が
４
度
に
わ
た
り
行
わ
れ
て
い

る
。

　

②
事
務
局
の
判
断
で
最
終
処
分
場
に
飛

灰
を
埋
め
立
て
な
い
方
針
を
示
し
た

こ
と

　
　

領
家
町
内
会
と
の
協
議
の
中
、
構
成

団
体
や
議
会
と
十
分
な
協
議
を
行
わ
ず
、

事
務
局
の
判
断
で
飛
灰
の
資
源
化
方
針

を
示
し
た
。

　

③
領
家
町
内
会
と
の
覚
書
の
締
結

　
　

内
容
に
つ
い
て
、
構
成
団
体
の
議
会

や
住
民
に
十
分
な
協
議
・
説
明
を
行
わ

ず
締
結
し
た
こ
と
が
、
密
約
と
批
判
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

判 

断

　

す
で
に
締
結
さ
れ
た
覚
書
に
つ
い
て

は
、
領
家
町
内
会
と
改
め
て
協
議
す
べ

き
で
あ
る
と
考
え
る
。

４ 

建
設
用
地
の
土
壌
と
残
土
処
理

地
に
関
し
て

　
《
認
識
し
た
事
実
》

　

①
組
合
が
実
施
し
た
土
壌
調
査
結
果

　
　

ご
み
処
理
施
設
建
設
に
関
す
る
調

査
特
別
委
員
会
に
も
参
考
人
と
し
て
出

て
き
た
。

判 

断

　

こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
形
式
的
な
話
し

合
い
で
は
な
く
、
問
題
点
が
解
決
す
る

よ
う
誠
心
誠
意
の
対
応
を
行
い
、
事
業

に
対
す
る
理
解
を
い
た
だ
け
る
よ
う
努

力
し
た
い
。

７ 

ご
み
処
理
方
式
と
事
業
方
式
に

関
し
て

　
《
認
識
し
た
事
実
》

　

○
ご
み
処
理
方
式
に
つ
い
て

　
　

環
境
政
策
や
廃
棄
物
処
理
の
専
門

家
で
あ
る
東
京
大
学
教
授
・
山
本
和
夫

氏
に
よ
り
示
さ
れ
た
次
の
判
断
に
よ
り

「
ス
ト
ー
カ
・
セ
メ
ン
ト
原
料
化
方
式
」

が
津
山
ブ
ロ
ッ
ク
の
新
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
に
最
も
適
し
て
い
る
と
の
確
認
を

行
う
こ
と
が
で
き
た
。
①
ガ
ス
化
溶
融

技
術
は
い
ま
だ
発
展
途
上
で
成
熟
技
術

と
は
い
え
ず
、
リ
ス
ク
が
高
い
②
ス
ト

ー
カ
方
式
は
国
内
に
技
術
導
入
さ
れ
て

以
降
の
実
稼
動
実
績
か
ら
成
熟
さ
れ
た

技
術
で
あ
り
、
安
定
稼
動
が
ほ
ぼ
保
証

さ
れ
た
方
式
③
施
設
の
不
安
定
稼
動
に

よ
る
ご
み
処
理
の
停
滞
と
い
う
リ
ス
ク

を
回
避
す
る
た
め
に
も
、
技
術
的
に
成

熟
し
た
ス
ト
ー
カ
方
式
を
採
用
す
る
こ

と
は
妥
当
な
選
定
結
果
④
セ
メ
ン
ト
原

問い合わせ先　クリーンセンター建設事務所 32-7017
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←

←


